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『中国文学月報』から見た
近代日本知識人の中国文学認識
— 大衆重視の視点から —
朱　　　　　琳
１．はじめに
　近代日中文学交流の歴史において、１９３０年代～１９４０年代の間は従来「空白期」と呼ばれる事が多
かったが、その後の研究によって、この時期における隠された文学交流史の形相が徐々に浮かび上
がっている１。特に戦争中の日中文学交流史という課題の中で、筆者が注目したいのは、中国文学
研究会とその機関誌である。
　中国文学研究会（以下「研究会」と略す）は、１９３５年３月～１９４３年３月の間に活動した日本の文
学団体である。研究会は、１９４６年３月に機関誌を復刊したが、１９４８年再び廃刊し、それが事実上の
研究会の解散になってしまった。創立初期のメンバーは東京帝大支那文学科の出身者である竹内好・
武田泰淳・岡崎俊夫が中心で、後に増田渉・松枝茂夫・実藤恵秀なども同人グループに参加した。
　研究会の機関誌は、『中国文学月報』（第６０号から『中国文学』と改題）である。本誌は学術論文
と研究随筆が雑誌構成の大部分を占め、翻訳、書評、資料紹介など、同時代の中国の文学、文化動
向を紹介した。
　時系列に沿って本誌の動向を見ると、１９３５年～１９３６年は、主に漢学論争、国語運動、小品文の紹
介と翻訳が中心であったが、１９３７年８月から、同人達が相次いで中国へ行くことによって、誌面の
傾向が変化している。すなわち漢学に関する論争が誌面からほぼ姿を消し、中国滞在中の同人によ
る現地報告が掲載されはじめる一方、蕭
しょう
軍
ぐん
、蕭
しょう
紅
こう
を代表とする東北作家２が紹介されるようになっ
たほか、古典文学が以前より多く論じられるようになった。また、１９３９年９月以降になると、竹内
や武田などの同人達が中国から帰還し、誌面の内容が充実し、中国語に対する関心が国語運動から
中国語教育へ移っていく。そして、１９４０年に入って以後、西洋（特にアメリカ）で行なわれた中国
要　　旨
　近代における日中両国は、戦火に囲まれていたものの、その人的な交流が様々な形で行なわ
れていた。日本の場合は、特に中国文学研究会の活動が注目されている。本稿は、戦時中にお
ける日中文学交流に関する研究の一環として、竹内好、武田泰淳などを中心とした中国文学研
究会が、同時代の中国文学についてどのように認識していたのかを、その機関誌『中国文学月
報』から考察する。そして、研究会のメンバーが、中国左翼文学との接触により大衆重視の感
覚を身に付け、さらにこの感覚を中国の芸術と文学認識に生かしたことを検証する。
　キーワード：近代日中文学交流／『中国文学月報』／漫画／木刻画／農村文学
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研究、および中国文学と東南アジア諸国との関係が、誌面の重要内容の一つになったほか、同人達
の中国滞在経験により生まれた中国題材の小説創作が、掲載されるようになった。
　このように、本誌は同人の異動によって、さまざまな動きを見せている。創立頃の同人達は、「既
成の学界に対する対抗の姿勢を持ち、（略）現代の文学のほうへつながりたいという気持ちもある」３
が、実に機関誌の内容は現代文学だけではなく、古典文学や中国語の研究と教育から西洋の中国研
究と東南アジアと中国文学の関連まで幅広く含まれており、研究会は多様な角度から中国文学に関
心を寄せていたのである。なお、本稿では紙幅の制限もあり、誌面に見える研究会の中国大衆に対
する関心に限定して、検討を試みることとしたい。
２　先行研究と問題点　
　研究会に関する先行研究は、大きく二つに分けられる。一つは、「研究会の同人達の活動」である。
　大原祐治氏は、急進性によって研究会の党派性を拡散させてしまう竹内好にとって、武田泰淳が
研究会の向かうべき方向を提示する役割を担ったと論じた４うえで、両者の盟友関係が、「雑誌「中
国文学」誌面における二人の言説配置においてこそ生成していった」５と結論づけた。また、永井
健一氏は、『中国文学月報』と『燕京文学』を資料として、研究会の同人であった飯塚朗を対象にし、
作家の「環境」・「境遇」への着目が、飯塚朗の中国文学認識のあり方であると主張した６。さらに、
米谷匡史氏は、戦争中の研究会メンバーが改造社などの「帝国」メディアとの関係を深めていたに
もかかわらず、竹内や武田などの帰国によって、このような協力関係が批判され、研究会の解散が
苛烈な自己否定であると指摘している７。ただし、研究テーマとして取り上げられたのは極めて限
られた人物や事例にすぎず、団体としての中国文学研究会が、いかに中国文学を認識し、また受入
れたかに対して、充分に検討されたとは言い難い。
　そして、もう一つの方向は、「研究会が中国文学研究史上に果たした役割」である。秋吉収氏は、
誌面に見られる中国語に関する地道な研究が、日本の中国に対する「間違い」への精一杯の抵抗８ 
であると指摘したが、ここで注意すべきなのは、研究会が、翻訳と中国語問題に限らず、古典文学
や現地報告など、種々の分野で中国研究を試みた点である。異なる分野において形成されていた中
国認識が、最終的にどのような形になったのかは、会が果たした役割を検討する際看過できない問
題となろう。要するに、研究会は中国近代文学研究の先導者として広く知られているものの、その
機関誌の性格や研究上の位置付けなどが今でも不明確のままである。
　以下、本稿では、今までの研究であまり深く考察されていない機関誌の内容を分析し、中国文学
研究会の同人達がいかに中国文学を認識しているのかを検討したい。なお、本誌は、戦後に復刊さ
れたが、行論の都合上、戦前に関する考察に限定することを予めご了承願いたい。
３　大衆重視と中国左翼文学
　中国文学研究会における大衆の関心については、既に創刊号（１９３５．３．５）に見え、「農民文学」や「大
衆語」などの提起９によって、研究会の大衆重視という姿勢が確認できる。また、その大衆重視の
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感覚は、中国の左翼文学と深く関連していたと思われる。
　設立当初の研究会は、中国の左翼系作家との交流が緊密であった。例えば、謝冰瑩は、１９2７年北
伐を参加した経験を持つ中国の女性兵士の第一人者である。初めての来日は１９３１年で、「東京左聯」
の創立に参与した。
　１９３４年１2月９日、研究会の第一回懇話会が開かれた。謝冰瑩がゲストとして招かれ、「吾が文学
経歴」をテーマにし、講演を行なった１０。さらに、第２号（１９３５．４．５）の「来朝中の中国文人」の
一文において、竹内好は彼女の『従軍日記』に見られた純朴性を高く評価した１１。
　彼女は初期の研究会との交流に関して、１９４５年に竹内好が謝冰瑩へ送った手紙「不堪回首」にお
いて、その一端がうかがえる。
　　　武田泰淳という名前と言ったら、長泉院が必ず記憶に浮かんできます。それは東京の西郊に
あったお寺で、また武田の自宅でした。君は日本に遊歴しに来たその年、我々はちょうど中国
文学研究会の設立を準備していた時でした。みんなが集まって、語り合うチャンスは非常に多
く、この長泉院も閑静な所であり、私達の穏かな集まり所でもありました。
　　（略）私達は、毎日そこに集結し、全心の情熱を傾けて、文学に関する種々の意見を交わしま
した。１2
　上記の内容から見ると、謝冰瑩が研究会の同人と頻繁に文学上の交流を行なったことは明らかで
あろう。なお、研究会の同人に注目された中国の左翼系作家は、謝冰瑩だけではない。
　同時代の中国で、左連に加盟した茅盾１３は、長編小説『子夜』１４の出版により、３０年代の文壇の寵
児として一躍脚光を浴びた。そのため『中国文学月報』にも、茅盾に対する関心が見られる。無論、
同人達の評価が統一していたわけではないが、その中には同一性が見られるのである。
　まず、竹内好は、第１４号（１９３６．５．１）に「茅盾論」を掲載し、茅盾について、以下のように酷評した。
　　　茅盾は一時「文学」の神様になつた。（略）この小説の下手な小説家を神様に仕立てた隣国の
青年が、文学の霞を食つてゐないことだけは想像される。（略）彼の作品が好評に得たといふの
は、彼の人生解釋が消極的に正しきが故に外ならぬ。言ひ換へれば、文学としての渾然さが然
らしめるのではなくて、文学の外の、いはば社会的に切迫した不安の感情が彼一身の上に凝固
して露呈されてゐるからである。現存社会の機構とこれを支配する法則の實在を確信しながら、
その発展について期待する自由を奪はれた智識階級の欝然たる気運に際會したからである。１５
　つまり、竹内から見れば、茅盾は「悪文家」１６であったが、その成功する唯一の原因として、現
実社会の残酷さをそのまま小説に暴露することにあった。しかし、もう一人の同人であった増田渉
は、竹内と異なる評価を示している。
　１９３６年６月、増田は、魯迅の病気見舞いのため上海に訪れた際、魯迅の紹介で、茅盾と面会する
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ことができた。その記録文は、第１８号（１９３６．９．１）に載せた「茅盾印象記」である。面会の途中、
茅盾に「『子夜』を読んでどう思ったか？」と問われた時、増田は以下のように答えたのである。
　　　作者の巨大な力量を覚えた。深くとは言へないが、廣くあらゆる現實的な問題的な社會の各
面をムンヅ、ムンヅと摑み来たつて、それを揑混し、しかも全體として時代的な歴史の流れの
方向へとグイグイひた押しに押しころがして行く大膽にして計劃的な腕力といふか蠻力といふ
か、（略）何にしても視野は廣いし、時代を全體として克明に描き取らうとしたケタ外れの大
陸的な膂力だ。（略）今日の日本には今日の支那の時代性をとらへて描いたものを紹介したいと
思つゐる、及ばすながら僕はこの方面に努力したい、子夜が今日の支那を、社會的な時代性を
描いてゐるといふ點に於て、僕は日本に紹介したい。１７
　増田は『子夜』に強い関心を示した一方、その中に表れた現実的な社会性に評価を与えた。竹内
の酷評と正反対であるが、両者はともに『子夜』に読み取れたリアリズム的な視点を認めたのである。
　そもそも、中国の左翼文学は、「文学は大衆に属し、大衆に理解され、好まれるもの」１８を根本と
して誕生したのである。そして、文学の大衆化を実現するために、「作家は、農村経済の動揺と変
化、地主が農民に対する搾取と地主階級の崩壊、民族資産階級の形成と没落、工人と資産家との対
立、広範な失業、民衆の貧困生活などを描写しないといけない」１９という創作の原則が決められた
のである。そして、研究会の同人達は中国左翼文学作家との接触により、その中に表したリアリズ
ムと大衆の重要性を意識したと推測できる。このような認識は、後に本誌の大衆重視の基礎的なも
のになったのではないかと考えられるのである。
４　研究会の中国民衆への関心：労働者、農民、農村
　第４４号（１９３８．１１．１）に、中国へ出征した武田泰淳は「土民の顔」を発表し、戦火に焼かれた現
地の「土民」の重要性を提示した。
　　　土民の顔は黒く日焼けし素朴に見えますが彼等の心は青黒く深い潭のやうです。子供でさへ
何といふ鋭い智慧のはたらきを藏してゐることでせう。我々兵士が交際するのはかかる心を
持った貧困な土民ばかりです。（略）アジア的なるもの、東方文化ひ一つの源流をなす支那を形
づくつてゐるものは彼等なのであつて、日本の漢学者と古書の発見についてペチャクチャ高等
な北京語をはなす二三の學者ではありません。（略）文化人・東方人における知性の華を花咲か
せることを夢みる人は、一人の農民の表情の中に人間の表情をよみとる深い愛がなければなり
ません。2０
　本文の発表は１９３８年である。前述の通り、研究会の中国大衆に対する重視は、創刊頃から見られ
たものであった。その大衆重視の一環として、誌上において掲載された漫画・木刻画、および中国
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の現実社会を描写する農村文学の紹介と評論などが挙げられる。本節では、近代中国の漫画と木刻
画、および農村文学への関心という二点から検討を試みる。
４．１　漫画と木刻画からみた民衆と労働者の姿
　本誌において、中国の大衆重視の一つの表現として見受けられるのは、１９３５年、誌上に転載され
た漫画と木刻画である。具体的は【表１】のようになる。（図①～図⑦を参照）
【表１】　『中国文学月報』に転載された中国近代漫画と木刻画
タイトル 作者 掲載号 発行時間 出処
我們所造的（漫画） 豊子愷 第６号 １９３５．８．２５ 『太白』
北海所見蒙古人（漫画） 葉浅予 第６号 １９３５．８．２５ 『時代漫画』
「夏」の一部（漫画） 胡考 第６号 １９３５．８．２５ 『時代漫画』
三農婦（木刻画） 羅清楨 第７号 １９３５．９．２５ 『文学』
口入屋（木刻画） 野夫 第７号 １９３５．９．２５ 『太白』
泊（木刻画） 張慧 第９号 １９３５．１１．２７ 未記載
工場地帯（木刻画） 新波 第９号 １９３５．１１．２７ 未記載
　学術的な性質を持っていた本誌に、何故漫画と木刻画が掲載されたのだろうか。例えば、第６号
（１９３５．８．2５）に転載された３つの漫画について取り上げると、これらの漫画は当時の中国民衆の
生活をテーマにした作品である。この漫画について、竹内は、同号の「解説」の中で以下のように
コメントしている。
　　　　　　図①　我們所造的　　　　　　　図②　北海所見蒙古人　　　　　　　図③　「夏」の一部
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　　　　　　　　　　図④　三農婦　　　　　　　　　　　　　　図⑤　口入屋　　　　　
　　　　　　　　　　　図⑥　泊　　　　　　　　　　　　　　図⑦　工場地帯　　　
　
　　　中国の漫畫は腹をかゝへて笑つてすませるアメリカ式のものでなく、何かしら小市民を嘲笑
したり貧民に同情したりする漫畫家の目玉が我々の方を睨んでゐるやうだ、といはれる。
　　　豊子愷は漫畫界の大先輩であり、最近はそのリリシズムを市井描寫に融込ませて獨自の味ひ
を出してゐる。（略）
　　　葉浅予の「北海所見蒙古人」は（略）實際に目で見た庶民生活を描く所謂速寫（スケッチ）
の試みの一例として擧げた。（略）特に小市民生活の鋭い批判を藏し、中國漫畫の優れた一面で
ある。
　　　胡考は特異のペーソスと技巧をもち、豊子愷と別の意味で抒情派である。（略）本號に轉載し
たのは「時代」所載の「夏」と題する人物八人より成る構成の断片で、大意次の説明がある。
　　　夏――こゝにはアイスクリームも扇風機もプールもない。
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　　　しかし我々は我々の、團扇や、水や、風や――とに角我々も毎年夏を過してゐることは事實
だ。2１
　上記の通りに、本誌において転載された漫画は、やはり市井の描写、庶民生活を主題として解釈
されたものである。また、中国漫画史研究の第一人者である畢克官氏によると、１９３０年代は近代中
国漫画の発達期であり、その中で、中核的な地位を占めたのは雑誌『時代漫画』である22。この雑
誌は１９３４年９月～１９３７年６月の間、全国で刊行されたが、この時期はちょうど満州事変が勃発した
直後、全国に抗日感情が高まっていた時期でもある。誌面には、抗日を宣伝する作品を掲載する一
方、当局を諷刺する作品と社会最下層の生活や農村経済の破綻を反映した作品が多く見られる2３。
　例えば、葉
よ せ ん よ
浅予2４の「北海所見蒙古人」（図②）は、一般的な漫画と異なり、漫画スケッチ（速
写漫画）と呼ばれている。漫画スケッチが、通常のスケッチを異なる特徴は、描写対象の社会性を
重視するところにある2５。漫画スケッチは、誇張な手法で描かれるが、実は「人物の感情・動態に
注意すると同時に、漫画家の眼でそれをとり巻く社会を観察し、現実生活の中の、ある種の意義の
ある事柄、面白い事物をピックアップしなければならない」2６というリアリストな作品である。か
かる経緯を考慮して、漫画スケッチも、現実的な民衆生活を表現するための芸術形式と考えられよ
う。
　一方、第７号（１９３５．９．2５）と第９号（１９３５．１１．2７）に掲載された４つの木刻画（図④～図⑦）は、
さらに中国農民と労働者の生活を反映し、左翼色が帯びている作品である。第９号において、「現
代中国の木刻」と題する文章が掲載され、３０年代の中国の木刻運動を紹介した。木刻画の発展過程
と特徴について、以下のように語られた。
　　　外國の木刻が輸入されたのは、魯迅や柔石（一九三二年春處刑）等文士の努力に負ふ所多く、
彼等は一九二九年頃から上海にしばしば外國木刻展を開催し、又一方木刻講習所を開設して實
際製作に當らしめた。この講習所の方はまもなく左翼的傾向の故を以て當局の弾壓を受け解散
したが、彼等によつて今日まで幾多の外國木刻集が出版され中國木刻作家の手本となつてゐる。
（略）
　　　一九二九年と云へばプロレタリア文化運動の澎湃として高まつた時代で魯迅等のこの仕事は
美術界に大きな波瀾を捲き起こした。（略）かゝる非現實的な繪畫に慊らぬ青年美術家が我も我
もと争つて筆を棄て繪具を捨てゝ、刀鑿を把つて版木に向つた。そして繪畫よりも更に力強い
刻鑿による表現を以て勞苦民衆の生活を描きはじめた。（略）就中野夫、一川、新波は最も一般
の歡迎を受けてゐるやうである。それは彼等が大刀濶斧の刀法、簡明結實な線を用ひて適切に
勞苦民衆の呼號、吶喊を表現してゐるからであらう。2７
　図④～図⑦に見られるように、強い日差しを浴びながら、農作している農婦、口入屋で仕事を
待っている労働者の憂鬱な表情、埠頭で働いている人々、そして工場で怪我した工人の顔など、い
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ずれも最下層の民衆の生活をリアリスティックに描写しており、左翼的傾向を表した作品と言える
であろう。つまり、ここで注目したいのは、研究会の同人達が、中国の左翼系文芸作品を通じて、
大衆を重視する感覚を徐々に身につけたということのである。
４．２　農民と農村から導かれた文学的価値
　当時の中国において、「農村」は最も中国民衆の現状を反映する現場であった。従って、本誌は、
近代中国の農村を題材とする文学作品に強い興味と関心を示している。創刊号（１９３５．３．５）の「今
日の中国文学の問題」において、竹内好は既に中国の農村文学の傾向を捉えていた。以後、誌面に
おいて、小説の翻訳だけではなく、作家論および作品論の文章が多数発表されていた。以下は、本
誌に掲載された農村文学と関連する文章である。
【表２】　『中国文学月報』における農村文学関連の文章
題目 作者 掲載号 内容
今日の中国文学の問題 竹内好 第１号１９３５．３．５ 「革命文学」から「農民文学」への転換
今年度の中国文化（文壇） 岡崎俊夫 第１０号１９３５．１２．３１ 農村文学の欠点
阿Ｑ正伝雑評 飯塚朗 第２０号１９３６．１１．１ 阿Ｑに見られた封建社会の農民の悲劇
沈従文小論 岡崎俊夫 第２２号１９３７．１．１ 沈従文の郷土文学
王魯彦のこと 岡崎武彦 第２２号１９３７．１．１ 王魯彦の郷村小説の思想
葉紫瞥見 飯塚朗 第２８号１９３７．７．１ 葉紫の小説集『豊収』を評論
「第三代」の蕭軍 千田九一 第２８号１９３７．７．１ 蕭軍の文学性
湖上（葉紫） 飯塚朗訳 第２９号１９３７．８．１ 翻訳
蕭軍のヒューマニズム 長野賢 第２９号１９３７．８．１ 蕭軍の小説に見られる人間性
落日の光（蘆焚） 飯村聯東訳 第３７号１９３８．４．１０ 翻訳
「第三代」小感 小田嶽夫 第４０号１９３８．７．１５ 蕭軍「第三代」の評論
初夜（蕭軍） 猪俣庄八 第４６号１９３９．１．１ 翻訳
村人の春（老向） 岡崎俊夫 第４８号１９３９．３．１ 翻訳
虚妄の愉悦―松枝氏訳の「辺
城」を中心に― 柳沢三郎
第５１号
１９３９．６．１ 沈従文『辺城』の創作、人間性、芸術性
「第三代」について 藤井冠次 第５２号１９３９．７．１ 蕭軍「第三代」の評論
荒村（蓬子） 小山正孝 第５３号１９３９．８．１ 翻訳
離郷の前夜（呉組緗） 梅村良之 第５４号１９３９．９．１ 翻訳
臧克家と卞之琳 武田泰淳 第５６号１９３９．１１．１
臧克家の詩：生活的、単純；卞之琳の詩：
知性的
欧陽山走り書き 山本三八 第５６号１９３９．１１．１ 欧陽山の小説創作
手（蕭紅） 長野賢訳 第５８号１９４０．１．１ 翻訳
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　【表２】から理解できるように、農村文学への関心は、主に１９３５年～１９４０年の間に集中している。
その中に、郷土文学の創作で活躍していた沈
しんじゅうぶん
従文2８、および「東北作家」の代表者としての蕭軍が
特に論じられていた。中国の農村文学に関して、特に評価されたのは、その作品に見られる文学的
な価値であった。この「文学的な価値」について、研究会の同人達が発表した文章と実際の文学作
品を通じて考察してみよう。
　近代中国の農村文学には、農村における政治闘争や経済の動揺などを主題とする作品がある一方
で、穏かな手法で田舎の純朴と人間性の美を表す作品もある。本誌で紹介された中国農村文学は、
殆ど後者である。かかる文学作品によって、研究会の同人達は、中国の農村、そして農民の有り様
を捉えていた。
　次の引用文は、第22号（１９３７．１．１）に載せられた岡崎俊夫の「沈従文小論」の一部であり、沈従
文の農村出身の夫婦を題材とした小説「丈夫」に対する評論である。
　　　「丈夫」は小城市の河岸の娼船を舞臺に、賣春を生業として恥ぢず次第に農民の素朴さを失
つて行く女、その妻の許に野菜など持つて訪ねて行く夫、その悲惨な状景を當時の左翼作家な
らば、咏嘆と怒號を以てするところを作者は平静に克明に描き、しかもその底に測り知れぬ悲
痛を漂はせてゐる。同じ中國を對象としながら他の多くの作家達とはなんと甚しく見る眼の異
なつてゐることか。両者のうち、果していづれか真に現實の中国を表現してゐるか、私は中國
へ行ったことがないので分らないが、しかし私の好きな前記の諸作をはじめ、農村や小城市の
片隅の現れる小説を讀むと、他の誰の作よりも本當の中國らしい気がする。中國の土の匂が感
じられる。2９
　これと対照的なのは、第2８号（１９３７．７．１）に掲載された飯塚朗の「葉紫瞥見」である。葉
よ う し
紫３０は、
１９３５年に魯迅の支援を受け、短編集『豊収』を出版した。中に収録された６篇の小説はすべて戦争
下の中国農村を題材としたものである。同じ農村文学に対して、飯塚の評価は岡崎と大きく異なる
であるものの、両者の間に共通点も見受けられる。
　　　（『豊収』は）農村の暗影や、戦争挿話の様なものを描いたのであるが、至つて脆弱な感じが
するもので、蕭軍の第三代などに比べたら、いゝ對稱であらう。（略）兎に角、この一冊の本か
らは、弱い、暗い、そして稚拙な葉紫しか見だせない。（略）まして戦争ごつこなんか書くのは
もう止めて貰ひたい。戦争の蹄にかけられた道傍の花を、ぢつと見凝めるのが葉紫だ。３１
　岡崎俊夫が、沈従文の小説から読み取ったのは、農村の悲惨な情景である。「丈夫」において、沈
従文は、景色或いは人物の動きと心理状態を繊細に描写することによって、農村の暮らしを表現す
るのである。例えば、妻が働いている娼船に客が訪ねた時、夫の心境について、沈従文が以下のよ
うに描いた。
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　　　晩になって、晩飯をすまし、またあの新鮮な味の巻煙草をふかしていると、客がやって来る。
それは船問屋の親方か商人かで、（略）ふらふらしながら船にやって来、船にあがるなり、大
きな聲で接吻しようの、寝ようのとわめきちらし、その大きな濁み聲といい、そのすごい羽振
りといい、どの點から云ってもこの夫に村長さんとか、地主さんとかいった大人物の威風を思
い出させる。そこでこの夫は云われるまでもなく心得て、おずおずと後ろの船
ふなぐら
艙へもぐって行
き、艄
とも
の船艙の中へ逃げこんで、低く息をはずませている。くわえた例の巻煙草を口から離し
ながら、何の目的もなく河の夕景色を眺める。夜は河の上を變えてしまって、岸も河もすでに
すっかり燈火である。この夫はこの時になって必ず家の鷄と小豚を思い出し、何となしにそれ
らの小さな奴こそ自分の友達であるような気がし、それらこそ親身の人間であるような氣がし
て来る。いま妻と接近しながら、家庭とはすっかり遠く離れてしまった、淡い寂寞が彼を襲い、
彼はもう歸りたくなってしまう。３2
　貧乏な農民の夫、そして娼婦の妻、このような設定からも、農村の悲惨さが滲み出している。さ
らに、沈従文が、人物の心理状態や行動を綿密的に描写することで、農村夫婦の苦痛を表現した。
岡崎からみれば、左翼作家の「詠嘆と怒号」より、沈従文の繊細な筆致で描写された農村のほうが
真実に近く感じられる。
　一方、葉紫の『豊収』に収録された作品は、殆ど戦争下の農民の苦難と反抗を題材とした小説で
あり、沈従文とは異なる手法で戦争中の農村を読者に伝えた。例えば、小説「豊収」は、干害と水
害に苦しめた雲普という農民の物語である。その中に、豪雨で米の畑が流されてしまった後、雲普
一家の悲劇を以下のように描写されている。
　　　雲普が狂ってしまった。（略）彼は、終日叫んでいた：
　　　「ああ神よ！私の一粒一粒の黄金が水になってしまった！」
　　　（略）去年５月から今まで、彼はたらふく食べたことが一度もなかった。（略）聞くところに
よれば、県に３万銀貨の救援金が配分されたそうだ。しかし、村民たちは米一粒ももらえな
かった。何八爺は省で７０石の大豆を買って村に戻ったが、雲普は５斗しか借りれなかった。6.3
元の価格で、おまけに月０．４５元の利息が付いている。８人家族で、とうとう草まで食い尽くし
た。（略）８月になり、華家堤で観音粉（筆者注：食べられる白い土）が掘り出されたので、村
の人々がわれ先に食べに行った。雲普は立秋を連れて、２、３石を掘ったが、これを食べて２
日間に満たず、父親と６歳の虎児が死んでしまった。３３
　このように、葉紫の作品は、人物の心理描写が少なく、非常に素朴な言葉と表現で農民達の怒り
と悲鳴を強調することによって、農村の惨状を強く語る手法を用いている。また紙幅の都合により
用例を割愛するが、他の小説の中に、地主の圧迫や資産階級との対立などを批判する要素も見られ、
政治的な一面が読み取れる。このような小説は、飯塚朗の目に「弱い、暗い」ものであり、文学で
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はない。さらに、飯塚はこのまま創作続ければ、「記録か報告になってしまう」３４恐れもあると指摘
しているのである。
　従って、この両者の共通点として挙げられるのは、同じ農村を題材とした小説としても、文学性
を重視する作品への肯定、および政治性を表現する作品への批判であるといえよう。
　では、研究会の同人達にとって、中国農村文学の魅力は、一体どこにあったのであろうか。こ
の問題の答えとして提示したいのは、「東北作家群」３５の代表者と呼ばれる蕭軍３６である。蕭軍は、
１９３７年に長編小説『第三代』の第１部と第２部をまとめ、文化生活出版社より単行本として出版し
た。2０世紀初期の中国東北地方を背景にし、当地の農村生活をリアリスティックに表現した本作は、
研究会に重視され、高く評価された。第2８号（１９３７．７．１）に載せた千田九一の「『第三代』の蕭軍」
から、その一面をうかがえることができる。
　　　我々が蕭軍に魅力を感じ、期待を繋いでゐる所以のものは、彼が特權としてもつ茫漠たる自
由の歩みと、世界人的な野性の息づかひだ。日常的な政治に煩はされない文學者の圖太い心臓
だ。中国の文學は一般に政治に壓倒されてゐる。壓倒してゐる政治が悪いと言ふのではない。
壓倒されてゐる文學が意気地がないといふのだ。文學と政治の相剋が、ここでは最も素朴だが
最もみじめな形相を呈してゐる。我々が「第三代」の作者に期待するものは、このみじめな文
學が見事低俗な政治性から脱け出し呉れることだ。３７
　この引用文において、千田は、政治に圧倒された中国左翼文学を強く批判したのである。田舎と
農民を書こうと訴えていたのは、左連の作家たちであった３８。にもかかわらず、岡崎・飯塚・千田
の発言と関連作品を結び付いてみると、以下の結論が見られるのである。
　まず、単なる農村の暗黒さを強調する左翼文学の小説は、優れた農村文学とは言えない。人間の
感情と心理を重視し、ストーリーを自然な形で構成する小説こそ、より現実に近い農村文学である
と研究会の同人達が主張した。そして、岡崎・飯塚・千田の発言だけではなく、他のメンバーも含
め、研究会は、決して政治に圧倒された文学を容認できない。すなわち、文学者が文学の為に尽さ
ないと、結局その作品の人間性が失せていくというのである。上述の二点が、研究会の同人達が中
国の農村と農民に見受けられた「文学的な価値」であると言えるのではないか。
　要するに、研究会の同人達が何よりも関心を持ったのは、中国の近代文学において、いかなる手
法で「農村」が描写され、どのような文学的な価値が含んでいるかであった。それは、研究会設立
当時に強調していた「文学的な関心」３９から生まれたものであると同時に、政治的な文学に対する
批判でもあるともいえよう。また、研究会の農民文学に対する関心は、創刊初期に接した中国左翼
文学の延長線上に位置づけることが出来るとも考えられるのではなかろうか。
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５　おわりに
　以上、漫画と木刻画、および農村文学を中心に、中国文学研究会がいかに近代中国文学を認識し
たのかについて検討してきた。結論をまとめてみると、以下の通りになろう。
　会誌改題前の特徴の一つは、研究会による中国民衆の重視であった。初期の研究会メンバーは、
謝冰瑩や茅盾などの左翼文学作家との交流により、現実的な中国を理解するための大衆の重要性を
読み取った。従って、誌上に転載された漫画と木刻画は、中国の民衆生活を視覚的に示した一方、
同人達に重視された農村文学は戦争下の「土民の顔」を鮮明に反映した。しかし、研究会は文学そ
のものに関心を置いていたのであり、中国の左翼文学が強調した政治闘争のため文学が、容易には
研究会のメンバーに受け入れられず、彼らは、中国の大衆生活を現実的に描写した点を高く評価す
るという文学的な要素を重視していたのである。
　なお、『中国文学月報』（『中国文学』）を通覧すると、研究会は様々な視点から中国を探求してい
たことが理解できる。例えば、国語問題に関する討論、漢学と古典文学に対する検討、現地報告や
辺境文学から見られる戦争と文化の相克などが挙げられる。これらは、研究会の性格と全体像を把
握することにとって、取り組まなければならない課題とも言える。本稿ではその一部を取り上げた
が、残された問題については、今後の課題としたい。
注
１　３０年代～４０年代の日中文学交流史に関する先行研究は、山田敬三・呂元明編『十五年戦争と文学――日中
近代文学の比較研究』（東方書店、１９９１年）、杉野要吉編『淪陥下北京１９３７－４５――交争する中国文学と日
本文学』（三元社、2０００年）、山口俊雄編『日本近代文学と戦争―「十五年戦争」期の文学を通じて』（三
弥井書店、2０１2年）などが挙げられる。
２　東北作家：１９３2年の日本による「満州国」成立前後、それを契機として東北地方を脱出し、いわゆる関内
で抗日文芸活動を行なった若い作家達を総称して東北作家、または東北作家群と呼ぶ。彼らの多くは「満
州国」に故郷を奪われた、或いは追われたという強い意識を基礎に、抗日のテーマを強い郷土色を結びつ
けた新鮮な作品で、当時の人々に大きな衝撃を与え、抗日への共感を招いた。代表的作家として蕭軍、蕭
紅をはじめ、羅烽、白朗、舒群、駱賓基らのほか、2０年代すでに関内で文芸活動を開始していた李輝英や
端木蕻良も含めるのが普通である。
　　丸山昇・伊藤虎丸・新村徹編『中国現代文学事典』（東京堂、１９８５年、2１３頁）。
３　竹内好・高橋和巳（対談）「文学　反抗　革命」（『状況的・竹内好対談集』、合同出版、１９７０年、３2頁）。
４　大原祐治「北京の輩と兵隊――「中国文学月報」における竹内好・武田泰淳」（『学習院大学人文科学論集
１１』、学習院大学、2００2年）。
５　大原祐治「羅漢と仏像――雑誌「中国文学」における竹内好・武田泰淳」（『昭和文学研究』（４５）、昭和文
学会、2００2年、７７頁）。
６　永井健一「戦時下の飯塚朗――「燕京文学」「中国文学月報」を中心に」（杉野要吉編『交争する中国文学
と日本文学――淪陥下北京１９３７－１９４５』、三元社、2０００年）。
７　米谷匡史「日中戦争期の文化抗争――「帝国」のメディアと文化工作のネットワーク」（山口俊雄編『日
本近代文学と戦争―「十五年戦争」期の文学を通じて』、三弥井書店、2０１2年）。
８　秋吉収「『中国文学（月報）』と中国語：竹内好らの活動を軸として」（『中国文学論集（３５）』、九州大学中
?????????????????????????????????
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国文学会、2００６年、６９頁）。また、中国文学研究会の「抵抗」について：渡邊一民「戦時下一〇年の中国
と日本――中国文学研究会をめぐって（上、下）」（『思想』第１０１０号・第１０１１号、岩波書店、2００８年）に
も論じられた。
９　竹内好が、第１号において「今日の中国文学の問題」を発表し、中には、「農民文学」と「大衆語」の重
要性を提示した。
１０　第一回懇話会の様子について、竹内好は日記で以下のように記した。
　　十二月九日（日）
　　　中国文学研究会第一回懇話会なり。（略）極めて盛会。窪川稲子、中条百合子を除き出席回答者全部来る。
殊に長谷川時雨、若林つや子、村田修子（『婦文』〔婦人文芸〕）を集めたるは珍しき会なり。謝氏の熱弁
一時間半、満場を魅了し去る。ライケン〔川上雷軒〕曰く、段々女ぷりが上がってきた。（略）
　　竹内好『竹内好全集　第十五巻』（筑摩書房、１９８１年、８０頁）。
１１　『従軍日記』は、謝冰瑩の北伐を参加した体験を記したものである。竹内は、「来朝中の中国文人」において、
この作品に対して、「一言に盡せば、彼女の特質は純朴な情熱の中にある。「従軍日記」の成功は、この素
晴らしい生活経験をそのまゝ奔放に歌ひ出すことの出来る自由な感覚に負ふところが多い」と評価した。
１2　原文：
　　　　提起武田泰淳這個名字來，勢不可不回憶到長泉院，那是一個仏寺，也就是武田的住宅，処在東京西郊。
那年你來遊歷日本，我們恰好在籌辦中囯文學研究会，大家聚会暢談之機会，当然是够有的。而這個長泉院，
地方特別幽美，等於是我們一個美滿的俱楽部。
　　　　（略）我們天天聚在一起，傾出滿肚裏的熱情來討論着文学上種種的意見。
　　竹内好「不堪回首」（前掲『竹内好全集　第十三巻』、９2頁）。原文は中国語で書かれ、引用文は筆者訳。
１３　茅盾（１８９６～１９８１）：小説家、評論家。本名は沈徳鴻、字雁冰。１９2０年上海共産主義小組に参加した。１９2１年、
中国共産党発起組に加入し、最も早い時期の中共党員としてその結成に参加した。と同時に、文学活動も
行い、１９2１年文学研究会が成立するにあたって、その機関誌『小説月報』の主編を担当した。１９３０年、彼
は上海で左翼作家連盟に加盟した。代表作は『子夜』『農村三部曲』（「春蚕」「秋収」「残冬」）など。
　　前掲丸山昇・伊藤虎丸・新村徹編『中国現代文学事典』、2５８頁。
１４　『子夜』（日本名：『夜明け前』）：１９３３年２月、上海の開明書店により出版。茅盾は、リアリズムの手法で、
１９３０年の上海を舞台とし、民族資本家呉蓀甫と買弁資本家趙伯韜との間に起こした一連の揉め事、そして最
後呉の破産により、当時の半植民地の中国において、自国の民族工業が成長できないという主旨を表した。
１５　竹内好「茅盾論」（『中国文学月報』第１４号）。
１６　前掲竹内好「茅盾論」。
１７　増田渉「茅盾印象記」（『中国文学月報』第１８号）。
１８　「中国無産階級革命文学的新任務」（一九三一年十一月中国左翼作家連盟執行委員会的決議）（馬良春・張
大明編『三十年代左翼文芸資料選編』、四川人民出版社、１９８０年、１８０頁）。原文は『文学導報』第１巻第
８期（１９３１.１１.１５）に掲載。
１９　原文：
　　　　作家还必须描写农村经济的动摇和变化，描写地主对于农民的剥削及地主阶级的崩溃，描写民族资产阶
级的形成和没落，描写工人对于资本家的斗争，描写广大的失业，描写广大的贫民生活，等等。
　　前掲「中国無産階級革命文学的新任務」（馬良春・張大明編『三十年代左翼文芸資料選編』、１８１頁）。
2０　武田泰淳「土民の顔」（『中国文学月報』第４４号）。
2１　竹内好「解説」（『中国文学月報』第６号）。
22　畢克官著・落合茂訳『中国漫画史話』（筑摩書房、１９８４年、１2３頁）
2３　前掲畢克官著・落合茂訳『中国漫画史話』、１2４頁。
2４　葉浅予（１９０７～１９９５）：現代漫画家、美術家。３０年代、漫画スケッチで注目され、１９３７年、中華全国漫画
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界救亡会を成立し、抗日宣伝漫画に取り込んだ。
2５　前掲畢克官著・落合茂訳『中国漫画史話』、１４８頁。
2６　前掲畢克官著・落合茂訳『中国漫画史話』、１４８頁。
2７　資料部「現代中國の木刻」（『中国文学月報』第９号）。
2８　沈従文（１９０2～１９８８）：作家。本名沈岳煥。１９2７年、短編「入伍後」で新進作家として認められ、胡適、郁達夫、
徐志摩らの推輓により、『晨報副刊』、『現代評論』、『新月』、『小説月報』などに作品を発表し、のちに新
月派の代表的作家と目されるようになる。代表作は『辺城』（１９３４年）、『湘行散記』（１９３６年）、『中国古代
服飾研究』（１９８１年）など。
　　前掲丸山昇・伊藤虎丸・新村徹編『中国現代文学事典』、１９７頁。
2９　岡崎俊夫「沈従文小論」（『中国文学月報』第22号）。
３０　葉紫（１９１０～１９３９）：３０年代の青年革命作家。１９３３年６月、左聯に加盟し、同年共産党に入党。魯迅の援
助のもとに、蕭軍、蕭紅とともに奴隷社を組織し、１９３５年3月、短編集『豊収』を『奴隷叢書』第一冊と
して刊行。
　　前掲丸山昇・伊藤虎丸・新村徹編『中国現代文学事典』、2８０頁。
３１　飯塚朗「葉紫瞥見」（『中国文学月報』第2８号）。
３2　沈従文「夫」（松枝茂夫訳『現代中国文学全集第八巻　沈従文篇』、河出書房、１９５４年、１０2～１０３頁）。
　　原文：
　　　　到了晚上，吃过晚饭，仍然在吸那有新鲜趣味的香烟。来了客，一个船主或一个商人，（略）摇摇荡荡
的上了船。一上船就大声的嚷要亲嘴要睡，那洪大而含胡的声音，那势派，都是这作丈夫的想起了村长同乡
绅那些大人物的威风，于是这丈夫不必指点，也就知道怯生生的往后舱钻去，躲到那后梢舱上去低低的喘气，
一面把含在口上的那枝卷烟摘下来，毫无目的的眺望河中暮景。夜把河上改变了，岸上河上已经全是灯火，
这丈夫到这时节一定要想起家里的鸡同小猪，仿佛那些小小东西才是自己的朋友，仿佛那些才是亲人，如今
与妻接近，与家庭却离得很远，淡淡的寂寞袭上了身，他愿意转去了。
　　原文出典：沈従文「丈夫」（『沈従文文集　第四巻・小説』、花城出版社、１９８2年、4頁）。
３３　原文：
　　　　於是雲普叔發了瘋。（略）他終天的狂呼着：
　　　　『天哪！我粒粒的黄金都化成了水！』
　　　　（略）去年五月到現在，他還沒有吃飽過一頓乾飯。（略）縣城裹據說領了三萬洋錢的賑款，鄉下沒有看
見發下一顆米花兒。何八爺從省裡販了七十石大豆子回壟濟急，雲普叔祗借到五斗，價錢是六塊三，月息四
分五。一家有八口人，後來連青草都吃光了，（略）八月裹華家堤掘出了觀音粉，壟上的人都爭先恐後的跑
去挖來吃，雲普叔帶著立秋挖了兩三石回來，吃不到兩天，雲普爺爺升天了，臨走還帶去了一個六歲的虎兒。
　　葉紫「豊収」（『奴隷叢書之一　豊収』、奴隷社、１９３５年、１３～１４頁）。引用文は筆者訳。
３４　前掲飯塚朗「葉紫瞥見」。
３５　「東北作家群」に関して、注２を参照。
３６　蕭軍（１９０７～１９８８）：小説家。本名は劉鴻霖。１９2５年、奉天系軍閥張作霖麾下の吉林軍に入隊。東北陸軍
講武堂に学び、見習士官となる。満州事変勃発直後その職を棄て、翌年ハルピンで文筆生活を始め、１９３４
年『八月的郷村』を執筆し、その後、この作品は魯迅の認めるところとなり、１９３５年『奴隷叢書』の一冊
として出版された。以後、短編集『羊』（１９３６年）、『江上』（１９３６年）、長編『第三代』の第一・二部（１９３７
年）を相次いで発表し、注目を集めた。
　　前掲丸山昇・伊藤虎丸・新村徹編『中国現代文学事典』、１１９頁。
３７　千田九一「『第三代』の蕭軍」（『中国文学月報』第2８号）。
３８　同注１９。
３９　竹内好・高橋和巳（対談）「文学　反抗　革命」（前掲『状況的・竹内好対談集』、３４頁）
